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はじめに

アジア航測は、沿岸域における国内最高峰の航空レーザ

測深技術を獲得するため、現在保有している航空レーザ測

深装置「Chiroptera4X・Chiroptera-5（以下、Shallowセン

サ）」より測深性能が高い装置「HawkEye-5（以下、Deep

センサ）」を導入しました。これにより、日本全国の沿岸域

の地形整備を目的に令和 4 年度より実施している「海の地

図プロジェクト」における海底地形データの品質向上へ貢

献することが期待されています。

また、これまでは船舶による深浅測量でしか海底地形を

取得できなかった深い海域においても、Deepセンサの導

入により広い範囲まで取得できるようになることが期待でき

ます。これにより、危険が伴う船舶作業の作業回避につな

がり、安全性向上にも貢献することができます。本稿では、

Deepセンサの性能、Deepセンサによる航空レーザ測深

事例をご紹介します。

Deep センサの性能紹介

新装置であるDeepセンサと従来装置であるShallowセ

ンサの機材性能の違いを表1に示します。計測に使用する

レーザの波長域はともに 515nmですが、Deepセンサは

Shallowセンサと比較し約 20 倍のパルスエネルギーを出力

するため、測深性能が異なります。なお、Deepセンサのレー

ザ照射頻度はShallowセンサに比べて低くなっています。そ

れに伴い、2つの装置を同じ条件で計測実施した場合、計

測点密度はDeep センサの方が疎になります。さらに、

Deepセンサには陸域を計測するレーザは搭載されておらず、

ShallowセンサとDeepセンサで1台のデジタルカメラを共

用しています。

実際の運用時は、DeepセンサとShallowセンサの両方

を航空機に搭載します。したがって両装置の総重量は回転

翼航空機（以下、回転翼）に搭載できる重量の限界を超え、

固定翼航空機（以下、固定翼）のみに搭載可能となります。

固定翼内に搭載されている様子を図1に示します。奥側の

黒いセンサがShallowセンサ、手前側の赤いグリップが側

面についているセンサが Deepセンサです。

従来装置であるShallowセンサに新装置のDeepセンサ

を追加することで、陸域と浅海域はShallowセンサで計測

し、今まで計測できなかったより深い海域をDeepセンサ

で計測することが可能となります。

表1　性能諸元の比較表

Deepセンサ Shallowセンサ
レーザ光の波長 515nm 515nm
測深性能 4.0/Kd@ρ=15%※ 3.2/Kd@ρ=15%※

点群取得能力 40kHz 200kHz
デジタルカメラ ‒ RCD30

重量 170kg 48kg
搭載可能な航空機 固定翼のみ 固定翼or回転翼

※Kd…拡散消散係数、ρ…拡散反射 図1　Deepセンサの写真
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計測事例の紹介

DeepセンサとShallowセンサの測深性能を比較・検証す

るため、2023 年 8月4日（金）に福井県小浜市の若狭湾

で検証計測を実施しました。検証計測はDeepセンサと

Shallowセンサを搭載した固定翼で飛行し、飛行高度500m

で4コース計測しました。計測時の検証計測箇所付近の波

高は約 0.26mで、前日の水質調査では透明度 25m 程度で

した。計測場所は遠浅の地形で、測深性能の比較に適して

いると判断しました。

計測結果から作成した水深段彩図と点群断面図を図 2に

示します。上側がShallowセンサにDeepセンサのデータ

を加えたもので、下側がShallowセンサのみのデータです。

水深段彩図を比較すると、Shallowセンサのみのデータより、

DeepセンサとShallowセンサのデータの方がより深い水深

まで海底地形を計測できていることが分かります。また、点

群断面図で比較すると、Shallowセンサのみで水深 36.6m

まで計測できているのに対し、DeepセンサとShallowセン

サでは 42.4mまで計測できており、5.8m 深くデータを取

得できていました。また、水域のデータ取得面積を比べると、

Shallow センサでは1.08km2、DeepセンサとShallow セ

ンサでは1.25km2 となり、1.2 倍程度広い範囲のデータを

取得できていました。

これらのことから、Shallowセンサだけではデータを取得

できなかった、より深い海域のデータをDeepセンサでは

取得することが可能です。

おわりに

HawkEye-5という従来より測深性能が高い装置を導入

することによって、水深 40m 程度までの海底地形データを

取得することができるようになりました。本装置により、沿

岸域を従来以上に広い範囲で計測できるようになり、これ

に微地形表現に優れる赤色立体地図や三次元閲覧ソフト

ウェア（例えば「LaserMapViewer」）による可視化技術を加

えることで、三次元空間をより分かりやすく表現することが

できます。アジア航測は、レーザデータの取得と加工・応

用技術により、「海の地図プロジェクト」を通じた海底地形

整備、沿岸域や港湾のインフラ整備に係わる調査設計業務、

海底地理空間情報のディフェンス・セキュリティ分野への活

用を通じ、より多くのお客様に身近でかつ有効な技術として

利用いただけることを目指します。

図2　DeepセンサとShallowセンサの計測結果（水深段彩図と点群断面）
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